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蘇州文化と世界文化遺産に登録された蘇州園林
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吴恩培（蘇州市職業大学呉文化研究所所長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通訳：石曉軍（姫路獨協大学教授）
　尊敬する関西大学の学長先生、尊敬するなにわ・大
阪文化遺産学研究センター長先生、こんにちは。今回は、
ここで話をさせていただくチャンスをいただきまして、
本当にありがとうございます。今日の発表テーマは「蘇
州文化と世界文化遺産に登録された蘇州の庭園」です。
蘇州古典園林の世界文化遺産登録　　
　まず、蘇州古典園林、つまり庭園の世界文化遺産へ
の申請について紹介しましょう。
　7 年  月  日にイタリアのナポリで開催された
世界遺産委員会第  回大会において、「拙政園」、「留園」、「網師園」、「環秀山荘」が典型的な蘇州
の古典庭園の例証として正式に世界遺産リストに登録されました。今の「網師園」、「留園」、「拙政園」
の写真です（写真  ～ ）。　
　また、000 年  月 0 日に、オーストラリアのケアンズで開催された世界遺産委員会第  回大
会において、「滄浪亭」、「獅子林」、「藝圃」、「藕園」と「退思園」が蘇州古典庭園の拡大項目として
世界遺産リストに登録されました。これは退思園の写真です（写真 ）。
　
　世界遺産委員会は、蘇州の古典庭園の世界遺産登録申請を審議した際、蘇州の古典庭園につい
て次のように高い評価をしました。「歴史的に著名な都市である蘇州の園林ほど中国の古典庭園に
関する設計の理想を表現するものは、ほかのどこにも見られない。それは、限られた狭い空間の
中に、美しい人工的な自然景観をつくった上、自然景観に新しい生命を与えている。蘇州の庭園
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写真 1：網師園 写真 2：留園
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は、中国の古典庭園の設計思想を見事に実現した模範として認められた。これらの 11世紀から 19
世紀にかけて建てられた庭園は、心を込めて、高度に洗練された設計で、大自然から栄養を取り入れ、
さらにその自然景観を超えるという、中国文化の奥深さやムードを反映している。」
蘇州古典園林の歴史的変遷
　次に、春秋時代から晋の時代までについての蘇州古典庭園の歴史的な変遷について触れたいと思い
ます。
（春秋時代－呉の王家園林の出現－）
　まず、春秋時代における呉の国の王家園林について触れたいと思います。これについては、主に「夏
駕湖」と「姑蘇台」を例として紹介します。関係の資料として、唐の陸廣微の『呉地記』という本の中に、
夏駕湖に関する次のような記事が見られます。「夏駕湖は、呉の国の建国者である壽夢が真夏に車に
乗って納涼していた場所である。彼は、湖を切り開いて、園林を設けて、動物を飼育した…」夏駕湖
という池の具体的な場所についてはいろいろな説がありますが、これは時間の関係で省略させてもら
います
　次は、姑蘇台について触れてみたいと思います。姑蘇台については、同じく『呉地記』の記載によ
ると、「闔廬 11年、姑蘇山において台を建て、山の名前にちなんで名づけられた。その場所は、蘇
州の南西方向の 35里のところにある。その後、闔廬の息子である夫差が、再び高さを増し、飾りを
つけて建て直した。その後、越が呉を侵攻して、姑蘇台を焼き払った。」とあります。その後の姑蘇
台の状況についてははっきりわからないところもありますが、ほかにもいろいろ関係の記事があり、
私のレジュメにも書いてあります。姑蘇台の具体的な場所についても幾つかの説があります。『史記』
の著者司馬遷の話によると、少なくとも漢の時代は、姑蘇台はまだ見られるということです。
（東漢時代－蘇州「迮家園」の記載－）
　次に、東漢時代における蘇州の庭園について触れてみたいと思います。清朝に編さんされた『呉門
表隠』という書物がありまして、その第 1巻の中に、私的園林に関する記載が見られます。それは「迮
家園」です。この部分の関係資料は私のレジュメの中にもありますので、ご参照ください。
写真 3：拙政園 写真 4：退思園
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（魏晋時代－蘇州私家園林の定型－）
　次は、魏晋南北朝時代における蘇州の私家園林、庭園の定着について触れてみたいと思います。こ
のことについては、『晋書王献之伝』の中に関係の記事が見られます。その内容は、「有名な書家の王
献之が、かつて蘇州にある辟疆園というところに入った。その際に、王献之が辟疆園の造営の決定に
ついて厳しく批判したので、園主である顧辟疆という人物が、これに大変怒って、王献之が園を追
い出された」というものです。これは、中国の歴史上において有名な話ですが、特に王献之に関して
は有名な話です。この話に東晋時代の蘇州における私家園林、「辟疆園」という名前が登場するのは、
まさに興味深い話であると思います。辟疆園については、その後の資料の中にも数箇所見られますが、
今日は時間の関係で省略させてもらいます。
（宋元時代－蘇州園林の成熟－）
　次に、宋、元の時代における蘇州園林の状況について触れてみたいと思います。これも、今日は主
に「滄浪亭」、「獅子林」を例として紹介していきたいと思います。まず、「滄浪亭」は、資料によると、「北
宋時代の有名な詩人である蘇舜欽という人物が、当時中央の戦争に巻き込まれ、都の東京（現在の河
南）開封から蘇州に左遷されてしまった。彼は蘇州に来て間もなく土地を購入して滄浪亭をつくった。」
とあります。今見られる写真が、南宋時代の滄浪亭の所有者の関係の韓世忠という人物です（写真 ）。
　また、蘇州でも有名な石碑である「平江図碑」の中にも「滄浪亭」という名前も見られます（写真 6）。
  次は、「獅子林」に関して紹介したいと思います。「獅子林」は、元の至正  年（ 年）につく
られました。『蘇州歴代園林録』という書物によると、天如という禅師の門人で惟という人物が、朱
徳潤、朝鮮の倪元鎮、徐幼文などを招き、協議した上で完成されたということです。
（明清時代－蘇州園林の興盛－）
　次は、明、清時代における蘇州園林の興盛について触れてみたいと思います。まず取り上げたいも
のは、有名な「拙政園」です。「拙政園」は、明の時代につくられた庭園ですが、その敷地について
は、さらに前の時代にさかのぼります。資料によると、まず、三国時代においては郁林太守である陸
績、その後は東晋時代の戴顒、唐の時代になると、有名な詩人陸亀蒙の邸宅でした。宋の時代になると、
胡稷言という人物が同じ場所で「五柳堂」をつくりました。元の時代には、大弘寺というお寺となり
写真 5：韓世忠（1088-1151 年） 写真 6：滄浪亭
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ました。今、見られているのは拙政園の写真です（写
真 7）。
　次は、「留園」について触れてみたいと思います。
「留園」は、明の嘉靖年間（ 年～ 66 年）、
太僕寺の少卿である徐泰時という人物によって造
営されました。この徐氏は、中央、朝廷庭園、い
ろんな土木工事を担当していました。その後、故
郷の蘇州に戻って、この庭園をつくりました。清
朝の嘉慶年間になりますと、劉恕という人物が、
0 歳になる前に病気をして辞職して、故郷の蘇州
に戻りました。彼は、徐氏の庭園を購入し改築と拡張を行い、「寒碧山荘」と改名しました。清末に
なると、布政使である盛康がこの庭園を購入し、さらに拡張を行いました。この留園の名前について、
まだいろいろな説がありますが、一番有力な説として、「以前の園主の苗字は劉といい、戦難に遭い
閶門周辺にたったひとつこの庭園だけが残留してしまったので、盛氏は、劉氏の庭園「劉園」の音を
とって「留園」に改名した。」というものです。
　次に、「網師園」について簡単に紹介したいと思います。「網師園」はもともと宋の時代の邸宅庭園
です。南宋時代の史正志（紹興の進士、樞密院の編修を担当）が中央から辞職して、ふるさとの蘇州
に戻って、ここで「萬卷堂」を建て、花畑を「魚隠」と名付けました。これは、隠居を意味します。
その後は、宋の時代から清の乾隆時代までの 00 年間は、関係記事は全くありません。清末になると、
関係の記事が見られますが、ここでは主に宋宗元という官僚が老後の生活のために、この漁隠の意を
あらわすときに「網師園」と名付けたと記されています。
　近代になると、「網師園」は、江蘇省の按察使である李鴻裔という人の手に渡りました。その後は「滄
浪亭」の近くなので、「蘇鄰」と呼ばれるようになります。その後、 年の上海事件が起こった後に、
有名な画家の張大千兄弟も、ここに仮住まいをしていました。
　では、時間の関係で、最後の問題に移りたいと思います。
世界文化遺産と私たち
　世界文化遺産と私たちということですが、この問題については、蘇州は歴史文化の有名な都市とし
て、我われに古典庭園やたくさんの名勝を残してくれましたが、世界文化遺産に対する概念や認識に
ついて言えば、蘇州と蘇州市民たちは複雑な気持ちを持っており、さまざまな変化、移り変わりを経
験いたしました。
　 つは、0 年代の後半には、当時の中国では何よりも経済発展が最優先という風潮があり、蘇
州においても、工場建設のために小さな庭園を壊すということさえもありました。その後、文化大革
命を経験し、蘇州市の文化財は相当なダメージを受けました。中国全土に起こった文化大革命の動乱
から抜け出した時に、蘇州が文化を見直し始めました。 
　0 年代以降、特に、 年から、蘇州市が蘇州古典庭園の世界文化遺産登録への申請に着手し
始めました。その時、多くの民衆は「世界遺産」という概念をまだ完全に理解していなかったものの、
先祖世代が残してくれた文化をしっかり保護しようという共通の認識を持ちました。度重なる議論を
写真 7：拙政園
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経て、蘇州市の上層部で比較的成熟された意見がまとまりました。すなわち、最も代表的で、保護状
況がよく、国際的知名度の高い古典園林に焦点を当て、優先して申請するという方針です。ここに至
るまで 6 年かかりましたが、最終的に世界遺産への登録に成功しました。蘇州の  つの古典園林と
もに、世界遺産リストに登録されるようになりました。
　登録された後は、いかに景観を保護していくかという問題が新たに直面した大きな課題です。レジュ
メの中に書いてありますけれども、主に  つの方面からやらなければいけないと思います。 つは、
完璧な関連法規を定めます。 番目は、関連法規に従いまして、リストに登録された  つの庭園の保
全管理をより強化すること。 番目は、世界遺産リストに登録された古典園林を中心に、全面的に修
復への方法を展開します。 番目は、建設するときに外部の整備を強化します。最後は、市民たちに
その認識の理解を広めます。
　今日は、時間の関係で、これで終わります。ありがとうございました。（拍手）
